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率条件の被験者は確率に確率を乗ずる方略を用いることが出来ないことが分かつた。そこで実験4 ・ 5 においては、
















実験 1 、 2 では、最新の理論である確率推論に関する頻度モジュール説について検討し、その汎用性、頑健性につ
いて疑義を呈した。この結果を解釈するためには、推論過程そのものの分析が不可欠となる。そこで、実験 3 、 4 、
5 では、確率推論過程そのものに目を転じた。ここでは、ユニークな実験的手法を用いることによって過程内の各レ
ベルを順次操作し、推論の誤りがどのレベルで生起したのかについての検討を徽密に行っている。その結果、確率推
論を成功させるために必要なものとして、所与の確率情報の表象化や、諸情報開の構造理解等の要因が見いだされ、
それらを統合する新たな提案を行った。
本論文は、確率推論の処理過程に新しい理解を与えるものであり、その方法論的考察の明噺さと共に特に優れたも
のである。
以上の理由より、本論文は、博士(人間科学)の学位の授与に十分に値するものであると判定された。
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